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心理学研究室報
平成25年度　専修大学人間科学部心理学科
　　　　　　大学院文学研究科心理学専攻
Ⅰ．専修大学心理学研究室
人間科学部心理学科報告（長田洋和学科長）
今年度も，恒例となりましたフレッシュマンキャンプを
2013年 4 月20～21日，伊勢原セミナーハウスで行ないまし
た。今年度は，心理学科としては94名の新入生を迎え，例年
に比べて大所帯となりながらも， 2 年生以上の実行委員が中
心となり，入学したばかりの新入生にとっては，とても有意
義なプログラムとして成功の内に終了しました，このフレッ
シュマンキャンプは今後も継続して行なわれていきます。
昨年度の日本心理学会第76回大会の開催ほど大きな行事は
ございませんでしたが，例年通り，オープンキャンパスでの
心理学実験室ツアー，模擬授業，および個別相談や，高等学
校から依頼された出張授業など，様々な行事に対して，専任
教員が都度対応しております。
また，専任教員全員と，乾名誉教授，および東京大学副学
長である長谷川教授から組織されている心理科学研究センタ
ー／専修大学社会知性開発研究センターでの研究成果も国際
シンポジウム（ 8 月），シンポジウム（11月）などで広く報
告されました。心理学科は教育と研究のバランスをとりなが
ら学生ならびに社会へ向けて心理学を発信し続けていきま
す。
文学研究科心理学専攻報告（大久保街亜文学研究科委員心理
学専攻主幹）
専修大学大学院文学研究科心理学専攻は修士課程と博士後
期課程からなり，心理学領域における研究者，また臨床心理
士など心理臨床における実践家の養成を行っている。大学院
生はそれぞれの目標に向かい，研究，コースワーク，臨床場
面での実習などに勤しんでいる。
平成25年度の本専攻における大学院生の人員構成は以下の
通りである。修士課程は 1 年次に10名（内， 1 名休学中，臨
床系10名）， 2 年次以上に18名（基礎系 3 名，臨床系15名），
博士後期課程では， 1 年次に 3 名， 2 年次に 1 名， 3 年次以
上に 6 名，大学院研究生 1 名が在籍し，総勢で39名となっ
た。これらの39名は，日々，研究に，また心理臨床のトレー
ニングに充実した 1 年間を過ごした。心理学専攻では今後も
研究や教育に邁進できる体制をますます充実させる予定であ
る。
Ⅱ．心理学教員研究室報告
専修大学心理学研究室は，14名の専任教員で構成されてい
ます。以下に，各研究室および諸活動を紹介します（姓のア
ルファベット順）。
藤岡研究室（心理査定学）
認知行動療法において詳細な心理査定が求められるように
なり，心理査定の重要性が再確認されてきています。藤岡研
究室では，心理査定学としては，ロールシャッハ・テストを
中心に研究を行い，心理療法としては，認知療法の立場から
研究を進めています。平成25年度は，大学院修士課程院生が
4 名，学部学生 9 名という構成で，それぞれ修士論文，卒業
論文，プレ卒論に，真摯に取り組んだ 1 年間でした。
今年のゼミの夏合宿は， 9 月12日～14日（ 2 泊 3 日），河
口湖（山梨県）において行いました。参加者は，学部学生 7
名と大学院修了生 2 名でした。「パーソナリティ障害とは何
か」（牛島定信著　講談社現代新書）を読み，いかに心理療
法や心理査定での困難な課題であるかを学びました。
諸活動
藤岡新治（2013）．ワークショップ講師「片口法によるスコ
アリングと解釈の基礎」（事例提供者　長畑萌　専修大学
大学院博士後期課程）日本ロールシャッハ学会第17回大
会，花園大学．
藤岡新治（2013）．平成25年度科学研究費補助金を受け，「デ
ータベースを用いたロールシャッハ解釈支援システムの構
築」（基礎研究（C）：研究分担者）のテーマにより，デー
タ収集を行っている。
日本ロールシャッハ学会　監事
多摩区精神保健福祉連絡会議　委員
石金研究室（生理心理学・認知脳科学）
私たちの研究室では心理学で取り扱うさまざまなトピック
について，脳活動からその処理過程を明らかにする研究を行
っています。今年度の人員構成は，教員 1 名，大学院博士後
期課程 1 名，学部生11名でした。本研究室では情報処理中の
人間の脳活動を脳波や NIRS により測定する研究と，動物を
使用して視覚の神経基盤を調べる研究を行っています。脳活
動を測定する研究では，人間が何かに注意を向けたときに活
動する脳の領域とその特性を調べています。また，視覚の神
経基盤を調べる研究では，比較的単純な視覚誘発性行動と神
経活動との関連から，視知覚成立の基礎となる神経基盤を解
明することを目指しています。今年の卒業論文研究では，顔
認知や相貌的知覚についてその情報処理過程を反応時間や脳
波（事象関連電位）により解析する力作の研究がありまし
た。また，動物の視覚誘発性行動の特性分析や，それらを視
覚ニューロンの活動により説明する質の高い卒業論文研究も
行われました。博士課程の長畑さんは 5 月に米国フロリダ州
で開催された Vision Sciences Society において摂食障害傾向
と注意機能との関連について事象関連電位を測定することで
調べた研究を発表し，世界の研究者を相手に英語での討論を
こなしました。ゼミ合宿では奥河口湖を訪れ，終日発表と盛
んな討論が行われました。合宿中にはバーベキューをした
り，美術館を巡ったりとレクリエーションも楽しみました。
諸活動
石金浩史（2013）．網膜からのマルチニューロン記録と行動
実験による視覚系の解明．基礎心理学研究，32（1），95-
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100．
長畑萌・石金浩史　情動ストループ課題による摂食障害研究
の現状と課題．専修大学人間科学論集心理学篇，印刷中
Moe Nagahata and Hiroshi Ishikane (2013). Attentional bias 
for body-related visual stimuli in eating disorder tenden-
cy. Vision Sciences Society 13th Annual Meeting, Naples, 
Florida, USA.
Moe Nagahata and Hiroshi Ishikane (2013). EEG Alpha and 
beta power characteristics in high body dissatisfaction 
women. The 36th Annual Meeting of the Japan Neurosci-
ence Society, Kyoto, Japan.
石金浩史（2013）．網膜からのマルチニューロン記録と行動
実験による視覚系の解明．日本基礎心理学会2012年度第 2
回フォーラム，豊橋商工会議所（豊橋）．
石金浩史・猪股剛志・齊藤やちほ（2013）．カエルの逃避行
動を指標とした視覚情報符号化の解析．第17回視覚科学フ
ォーラム，立命館大学（草津）．
石金浩史（2013）．視覚誘発性行動を利用したニューロン群
による情報表現の解明．心理科学研究センター平成25年度
第 2 回シンポジウム「生理心理学会のフロンティア」，専
修大学（東京）．
石金浩史・猪股剛志・齊藤やちほ（2013）．カエル逃避行動
の誘発条件とニューロン活動．日本基礎心理学会第32回大
会，金沢大学（金沢）．
長畑萌・原澤賢充・石金浩史（2013）．身体関連刺激の視覚
探索における脳活動と体型不満との関係．日本基礎心理学
会第32回大会，金沢大学（金沢）．
日本心理学会　代議員
日本基礎心理学会　理事
視覚科学フォーラム運営委員
国里研究室（臨床心理学）
私たちの研究室では，神経画像手法や計算論的なアプロー
チを用いて，不安や抑うつの発症・維持メカニズムの解明や
認知行動療法の作用メカニズムに関する研究を行っていま
す。平成25年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生（修士課
程） 1 名，学部生 8 名でした。大学院生は，臨床心理学に関
する専門的知識を学ぶと同時に修士論文の研究を行い，認知
行動療法の勉強会にも積極的に参加しました。学部生は，輪
読を通して専門的な知識を身につけるとともに卒業論文の作
成に取り組みました。学部 4 年生は，それぞれが計画的にデ
ータ収集を行うことができ，本稿を執筆している2013年11月
時点では，卒業論文の仕上げを行っています。 3 年生はグル
ープで研究プロジェクトを行うことを経験しました。
今年度のゼミ合宿では，早稲田大学の鈴木伸一教授の研究
室と愛知教育大学の小関俊祐講師の研究室との合同合宿を行
いました。普段とは違う面々の前での発表で緊張した面もあ
ったかと思いますが，発表に向けた準備をしっかり行って，
外部の方に向けてしっかりプレゼンを行う事ができました。
本研究室は，今年度から新たに立ち上がった研究室になり
ますので，11月をすぎてやっと実験装置などのセットアップ
が一段落しました。今後は，臨床に還元することを目指し
た，計算論的臨床心理学研究に研究室全体で取り組んでいき
たいと思っています。
諸活動
Toki, S., Okamoto, Y., Onoda, K., Matsumoto, T., Yoshimura, 
S., Kunisato, Y., Okada, G., Shishida, K., Kobayakawa, M., 
Fukumoto, T., Machino, A., Inagaki, M., Yamawaki, S. (in 
press). Hippocampal activation during associative encod-
ing of word pairs and its relation to symptomatic im-
provement in depression: A functional and volumetric 
MRI study. Journal of Affective Disorder.
Yoshimura, S., Okamoto, Y., Onoda, K., Matsunaga, M., Oka-
da, G., Kunisato, Y., Yoshino, A., Ueda, K., Suzuki, S., & 
Yamawaki, S. (in press). Cognitive behavioral therapy for 
depression changes medial prefrontal and ventral anteri-
or cingulate cortex activity associated with self-referen-
tial processing. Social Cognitive and Affective Neurosci-
ence.
Takagaki, K., Okajima, I., Kunisato, Y., Nakajima, S., Kanai, 
Y., Ishikawa, S.-I., & Sakano, Y. (2013). Preliminary as-
sessment of the behavioral activation model in Japanese 
undergraduate students. Psychological reports, 112( 1 ), 
47-59.
Koseki, S., Noda., T., Yokoyama, S., Kunisato, Y., Ito, D., 
Suyama, H., Matsuda, T., Sugimura, Y., Ishihara, N., Shi-
mizu, Y., Nakazawa, K., Yoshida, S., Arima, K., Suzuki,S. 
(2013). The relationship between positive and negative 
automatic thought and activity in the prefrontal and tem-
poral cortices: A multi-channel near-infrared spectrosco-
py (NIRS) study, Journal of Affective Disorders, 151( 1 ), 
352-359.
髙垣耕企・岡島 義・国里愛彦・中島 俊・金井嘉宏・石川信
一・坂野雄二 (2013). Behavioral Activation for Depression 
Scale（BADS）日本語版の作成．精神科診断学，6（1），
76-85．
国里愛彦・鈴木伸一（2013）．マインドフルネス／行動活性
化療法／弁証法的行動療法．精神科臨床サービス，13，
212-213．
国里愛彦（2013）．共同研究の方法．臨床心理学，13（3），
384-385．
桂川泰典・国里愛彦・菅野純・佐々木和義（2013）．日本語
版セッション評価尺度（The Japanese Session Evaluation 
Questionnaire:J-SEQ）作成の試み―カウンセラー評定に
よる検討．パーソナリティ研究，22（1），73-76．
国里愛彦（2013）．うつとストレスに対する計算論的アプロ
ーチ：計算論的精神医学入門．ストレス科学，28（2），
101-107．
国里愛彦（2013）．うつ病と意志決定：計算論的臨床心理学
からみたうつ病．専修大学社会知性開発研究センター／心
理科学研究センター年報，2，127-145．
Ogawa, Y., Takei, Y., Koga, H., Shimada, M., Nagao, A., Sa-
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saki, M., Kunisato, Y., Tanigawa, K., Suzuki, S. (2013). 
Characteristics of Cancer Outpatients who Hesitate to 
Speak with their Doctors During Medical Consultations. 
The 4 th Asian Cognitive Behavior Therapy (CBT) Con-
ference (Tokyo, Japan).
Yada, S., Machida, Y., Son, S., Shimizu, K., Kunisato, Y., 
Kaneko, Y., Suyama, H., Shirai, M., Suzuki, S. (2013). The 
Relationship between Periods of Sick Leave and Auto-
matic Thoughts among Employees with Depression. The 
4 th Asian Cognitive Behavior Therapy (CBT) Confer-
ence (Tokyo, Japan).
岡山紀子・宣聖美・矢田さゆり・兼子唯・巣山晴菜・清水
馨・国里愛彦・鈴木伸一（2013）．関係性に焦点をあてた
職場におけるコミュニケーション改善プログラムによる職
位別のストレス低減効果の差異．第13回日本認知療法学会
（東京都）．
岡山紀子・宣聖美・矢田さゆり・兼子唯・巣山晴菜・清水
馨・国里愛彦・鈴木伸一（2013）．集団メンバー間の関係
性に焦点をあてた職場におけるコミュニケーション改善プ
ログラムが職場のストレスに与える影響．日本行動療法学
会　第39回大会（東京都）．
小関俊祐・小関真実・国里愛彦（2013）．児童の抑うつに影
響を及ぼす行動活性化の効果．日本心理学会第77回大会
（北海道）．
国里愛彦（2013）．うつ病に対する認知行動療法の神経基
盤．日本心理学会第77回大会シンポジウム（北海道）．
国里愛彦（2013）．自己報告式心理尺度の信頼性と妥当生に
おける新しい国際基準．日本心理学会第77回大会チュート
リアルワークショップ（北海道）．
国里愛彦（2013）．臨床研究に繋がるアナログ研究―RDoC
を意識した研究設計．日本心理学会第77回大会シンポジウ
ム（北海道）．
国里愛彦（2013）．うつ病と認知行動療法の作用機序に関す
る認知神経科学研究．第29回日本ストレス学会学術総会シ
ンポジウム（徳島県）．
日本行動療法学会　編集委員
村松研究室（非行・犯罪心理学）
研究室では主に，非行・犯罪心理学，非行臨床を研究して
おります。平成25年度は大学院生（博士課程 1 名，修士課程
5 名，学部学生12名）が所属しており，少年犯罪のみなら
ず，青年期や家族の問題と幅広く研究しております。非行臨
床に関する研究成果は，矯正研修所（法務省），裁判所職員
総合研修所（最高裁），児童相談所（千葉市・横浜市），少年
サポートセンター（千葉県警），国立武蔵野学院（厚生労働
省）などにおいて研修，スーパービジョンという形式で発表
しております。少しでも役に立つ心理学の構築を目標に，実
務家に対してより高度な非行臨床の技術を提供することを目
指しております。また，非行臨床の分野における優れた臨床
家の育成も研究室の重要な役割の一つであり，家庭裁判所調
査官，法務技官，保護観察官などを目指す学生が学んでおり
ます。
諸活動
村松励（2013）．精神鑑定におけるジェノグラムの活用．専
修大学人間科学論集，心理学編，3（1），41-49．
村松励（2013）．非行集団と結びつきのある時の指導―関係
機関との連携．今井五郎・嶋崎政男・渡部邦雄（編）学校
教育相談の理論・実践事例集　いじめの解明　第一法規　
pp. 3 -15．
日本犯罪心理学会第51回大会（2013）．シンポジウム「非行
からの立ち直り」指定討論
日本犯罪心理学会会長（平成24年 9 月～）
中沢研究室（知覚心理学）
この研究室では，外界からの感覚・知覚的情報を心がどの
ように処理しているかについて，またその結果として生じる
知覚像がどのような性質をもっているのかについてを調べる
研究を行っています。これまでの学生さんによる研究は，
「文字の読みやすさの要因」「フォントによる語の印象への影
響」「言語の情動価と記憶」「偶発学習と記憶」「motion in-
duced blindness（運動する刺激によって周辺視野の静止刺
激が知覚されなくなる現象）」「視覚情報による嗅覚情報への
干渉」「音楽の印象をつくる要因」などのテーマでなされて
きました。
25年 3 月に 4 名の卒業生を排出し，今年度は 4 年生 2 名，
3 年生 5 名の構成でした。平成25年度の学生メンバーの研究
のテーマは，時間知覚に及ぼす視覚情報の影響，主観的輪郭
図形が構成される過程，図形情報による視覚的注意の受動的
特性，聴覚的音楽情報による認知情報処理の変容，地図的情
報処理の特性，知覚情報のモダリティ間相互作用など多岐に
わたっています。夏のゼミ合宿は，伊豆城ヶ崎海岸のペンシ
ョンで，それぞれの研究のテーマを持ち寄って侃々諤々の討
論を深夜に及ぶまで行いました。さらには，だまし合いのゲ
ームによって，言語論理だけではなく感覚知覚を研ぎ澄まし
て人間に関する情報取得をはかるといったゲームにも興じた
りしました。
諸活動
日本心理学会　代議員
岡村研究室（リハビリテーション心理学）
対象は，小児から成人までリハビリテーションの対象とな
る障害を抱える人々です。さまざまな障害に対して心理的な
構造を明らかにして，どんなアプローチができるのかについ
て研究しています。研究室には大学院生 5 名，学部生 5 名で
す。ゼミでは特に体験を重視して，さまざまな施設の見学や
ボランティア体験をできるだけたくさんできるように考えて
います。体験の中から本当に必要なこと，興味の持てること
をテーマに研究をすることを願っていますが，モチベーショ
ンも高くいい研究ができていると思います。私自身の専門
は，脳損傷に起因する高次脳機能障害者に対して認知リハビ
リテーションを実施し，その心理的な効果を検討することで
す。
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2011年度より専修大学心理教育相談室において，高次脳機
能障害者の心理相談及び認知訓練教室を実施しています。
2012年11月より月に 1 回の高齢者対象の集団認知訓練教室も
開始されました。臨床活動にもこれから研究室全体で取り組
んでいきたいと思っています。
諸活動
岡村陽子（2013）．米国における臨床神経心理士．専修大学
人文科学研究所月報，265， 1 -12．
内山愛子・岡村陽子（2013）．脳の機能障害と気分障害：原
疾患による比較．専修人間科学論集，3（1）， 1 -10．
岡村陽子（2013）．イギリスの神経心理学的リハビリテーシ
ョン視察報告．専修大学社会知性開発研究センター／心理
科学研究センター年報，2，241-244．
Y. Okamura, M. Ehara, Y. Nakajima, E. Otsuka, M. Akaishi, 
& K. Yoshinaga (2013). Comparison of the Behavior Rat-
ing Inventory of Executive Function in English and Japa-
nese. 2013 Mid-Year Meeting of International Neuropsy-
chological Society Amsterdam, The Netherlands July 10-
13.
平成24年度　専修大学心理教育相談室認知訓練教育相談室第
1 回～第 5 回
平成25年度　専修大学心理教育相談室認知訓練教育相談室第
1 回～第 8 回
2013年度 NPO 法人 MSAK 研究会こころと脳の臨床研究会　
神経心理学検査法概説，知能検査，記憶検査，注意検査，
前頭葉検査　講師
平成24年度多摩区ボランティアセンター主催　傾聴ボランテ
ィアフォローアップ講座「加齢への対応を考える」　講師
岡田研究室（心理統計学）
私たちの研究室では，心理統計学の研究を行っています。
心理学の各領域の研究では，さまざまなデータを扱います。
たしかな知見を得るためには，データに基づいて議論をする
ことが不可欠だからです。そのデータをどのように「料理」
して，価値や意味のある「おいしい」情報をとり出すことが
できるのか，という問題を扱うのが心理統計学です。
一昨年度・昨年度に引き続き，本年度も夏季休暇中には東
京工業大学の心理統計学研究室と合同で合宿を行いました。
本研究室の学生たちも，東工大の心理統計学を専門にしてい
る大学院生との研究の話や交流を楽しんでいたようです。ま
た，本年度は日本心理学会において，本研究室を卒業した大
学院生が，卒論を元にした学会発表を行い，たくさんのオー
ディエンスを集めていました。統計学をよって立つ柱とし，
心理学をフィールドとして，これからもさらに実践的な研究
に取り組んでいきたいと思います。
諸活動
Okada, K. (2013). Is omega squared less biased? A compari-
son of three major effect size indices in one-way ANO-
VA. Behaviormetrika, 40, 1 -19.
Sakaiya, S., Shiraito, Y., Kato, J., Ide, H., Okada, K., Takano, 
K., & Kansaku, K. (2013). Neural correlate of human reci-
procity in social interactions. Frontiers in Decision Neuro-
science. 7, 239. doi: 10.3389/fnins.2013.00239
岡田謙介（2013）．MULTISCALE による最尤多次元尺度構
成法．専修人間科学論集，3，61-70．
岡田謙介（2013）．第 7 章　人文科学分野キーワード．日本
統計学会（編）日本統計学会公式認定　統計検定 1 級対応　
統計学　pp. 193-215．東京図書．
岡田謙介（2013）．モデル選択のための統計法．日本基礎心
理 学 会 　 2 0 1 3 年 度 第 1 回 フ ォ ー ラ ム 「 閉 じ ら れ た
ANOVA とその先」　講演，東海大学．
岡田謙介（2013）．仮説検定の限界を乗り越えるためのベイ
ズ統計学．日本行動計量学会第15回春の合宿セミナー　チ
ュートリアル講演，慶應義塾大学．
岡田謙介（2013）．多次元項目反応理論モデルにおけるベイ
ジアンモデルアベレージング．日本計算機統計学会　第27
回シンポジウム，崇城大学．
Okada, K. (2013). Bayesian Evaluation of Compensation in 
Multidimensional Item Response Models. Ishigaki Inter-
national Conference on Modern Statistics Theories, Prac-
tices, and Education in the 21st Century. ANA InterCon-
tinental Ishigaki.
波田野結花・岡田謙介（2013）．心理学の研究における効果
量と p 値の乖離．日本心理学会第77回大会，札幌コンベ
ンションセンター．
岡田謙介（2013）．一般エスニシティ尺度についての情報仮
説のメタ分析．日本心理学会第77回大会，札幌コンベンシ
ョンセンター．
岡田謙介（2013）．ベイズ推定によるモデルベースト・クラ
スタリング．2013年度　統計関連学会連合大会，大阪大
学．
岡田謙介（2013）．クロンバックのαのメタ分析における情
報仮説の評価．日本テスト学会第11回大会，九州大学．
岡田謙介（2013）．心理統計学の導入教育で心がけているこ
と．日本教育心理学会第55回総会　自主企画シンポジウム
「文系学生に対する心理統計教育―統計的検定の基礎の教
え方」．法政大学．
Okada, K. (2013). Bayesian evaluation of informative hypoth-
eses in multidimensional scaling. 2013 Joint Statistical 
Meetings. Montreal, Canada.
Okada, K. (2013). A robust Bayesian approach to la-
tent-class multidimensional scaling. The 78th annual and 
the 19th International Meeting of the Psychometric Soci-
ety. Arnhem, the Netherlands.
Okada, K. (2012). Bayesian evaluation of asymmetry in mul-
tidimensional scaling. The 5 th International Conference 
of the ERCIM Working Group on Computing & Statistics. 
Oviedo, Spain.
日本心理学会　教育研究委員会委員
日本教育心理学会　編集委員
日本行動計量学会　運営委員，将来構想委員
府中刑務所　効果検証専従班　アドバイザー
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大久保研究室（認知心理学）
私たちの研究室では，心の情報処理を研究しています。平
成25年度の人員構成は，教員 1 名，大学院生 3 名（博士課程
3 名），学部生14名でした。今年度も大学院生は積極的に研
究に励み，学会で成果を発表し，論文を公刊するなど意欲的
に取り組みました。石川健太くん，小林晃洋くんの 2 名が，
カナダのトロントで開催された Psychonomic Society と
OPAM で，臆することなく英語で堂々と発表したことが今
年のハイライトだったでしょう。学部生は，自分自身の卒業
論文の完成に向けて，研究に勤しみました。 4 年生の卒業論
文は，進行が例年になく順調でした。みなさんが良く準備を
していたこと，お互いで助け合っていたことがその理由でし
ょう。 3 ， 4 年生で行っている共同実験では，ゼミ生全員が
アイデアを出し合い積極的に取り組んでいました。これもた
いへん印象的でした。今年度は研究室全体として，表情を中
心にノンバーバル・コミュニケーションにおける認知につい
て研究しているひとが多い印象を受けました。もちろん記
憶，注意，問題解決などベーシックなテーマに挑んでいるひ
ともいます。みなさん，それぞれ興味を追求する姿勢がとて
もすばらしかったです。
充実していたのは研究・学業だけではありません。今年の
ゼミ合宿では白子温泉を訪れ，しっかり温泉につかりまし
た。海では水鉄砲，スイカ割り，砂遊び，夜にはバーベキュ
ーを認知研究室一同で（もちろんたくさんの OB と共に）楽
しみました。とても有意義な合宿でした。
諸活動
Okubo, M., Ishikawa, K., & Kobayashi, A. (2013). No trust on 
the left side: Hemifacial asymmetries for trustworthiness 
and emotional expressions. Brain and Cognition, 82, 181-
186.
Okubo, M. & Jiang, Y. (2013). Grotesque impressions en-
hance the gaze cueing effect. International Journal of So-
cial Science Studies, 1, 215-221.
大久保街亜（2013）．視線・不安・恐怖：視線手がかり法に
よる検討．専修大学人文科学年報，43，79-96．
Okubo, M., Ishikawa, K, & Kobayashi, A. (2013). A smile en-
hances male facial attractiveness for long-term relation-
ships but not for short-term relationships. 9 th Interna-
tional Conference on Cognitive Science, Hilton Kuching 
Hotel Kuching, Sarawak, Malaysia.
大久保街亜（2013）．論文を書くための心理統計：効果量・
信頼区間・事前比較検定．日本認知心理学会第11回大会　
認知心理学ベーシックセミナー 2 講演．つくば国際会議場
大久保街亜（2013）．心理統計における新展開：帰無仮説検
定の先を見る．YPS2013　特別講演，日光ホテル・ファミ
テック．
大久保街亜（2013）．閉じられた ANOVA とその先：心理統
計の現状と将来を考える．日本基礎心理学会　2013年度第
1 回フォーラム企画・司会．
大久保街亜（2013）．効果量と信頼区間：p 値のみでは不十
分．日本パーソナリティ心理学会第22回大会　広報委員会
企画シンポジウム話題提供「パーソナリティ心理学におけ
る統計分析の動向」，江戸川大学．
大久保街亜（2012）．裏切りもの検知に表情表出の左右非対
称性が果たす役割．第31回日本基礎心理学会大会，九州大
学．
石川健太・大久保街亜（2013）．視線方向が社交不安傾向者
の時間知覚に与える効果．日本心理学会第77回大会，専修
大学．
小林晃洋・大久保街亜（2013）．制御焦点とワーキングメモ
リ容量の個人差．日本心理学会第77回大会，専修大学．
鈴木玄・大久保街亜（2013）．非注意による見落としに及ぼ
す意味情報の影響．日本心理学会第77回大会，専修大学．
鈴木敦命・石川健太・小林晃洋・大久保街亜（2013）．不正
確だが共有されている顔の信頼性判断．日本心理学会第77
回大会，専修大学．
長田研究室（発達精神病理学，障害児心理学）
教員 1 名，大学院生 4 名，学部生 9 名で構成されていま
す。ゼミ生は，それぞれ独自のテーマで研究を進め，臨床実
習を行うほか，学会への参加など活発に行っています。
本研究室のチーフの研究課題は，自閉症スペクトラムへの
早期介入尺度および療育法の開発のほか，児童期思春期の問
題行動の評価および予防の開発です。研究の他，自閉症スペ
クトラムをはじめとする発達障がいの乳幼児期の療育の実践
と親のコンサルテーション，教育現場の教師への発達障がい
への対応に関するコンサルテーションを定期的に行っていま
す。
本年度は，村松研究室（犯罪心理学ゼミナール）と合同で
夏休みに 2 泊 3 日で軽井沢へ合宿に行って参りました。研究
発表に関しては，各ゼミナール別々に行われましたが，夕
食，花火，飲み会，テニスなどは合同で行い学生間の交流も
活発に行われてよかったと思います。恒例となりました二晩
連続の「ゼミ対抗麻雀大会」は，正直，よく覚えていません
が，確か一勝一敗だったような…。
諸活動
Osada, H. (2013). Internet addiction in Japanese college stu-
dents: Is Japanese version of Internet Addiction Test 
(JIAT) useful as a screening tool? Bulletin of Senshu Uni-
versity, School of Human Sciences: Psychology, 3, 71-80.
Osada, H., de Amorim, A. C., Velosa, A., Wan, W. P., Lotra-
kul, P., & Hara, H. (2013). Depression risks in mothers of 
children with developmental disabilities: a cross-cultural 
comparison of Brazil, Colombia, Malaysia, and Thailand. 
International Journal of Social Psychiatry, 59, 398-400.
Perlin, M.L. (2013, August). Human Rights Law for Persons 
With Disabilities in Asia and the Pacific: The Need for a 
Disability Rights Tribunal. H. Osada (Chair), Keynote 
speech conducted at the 3 rd International Association 
for the Scientific Study of Intellectual and Developmental 
Disabilities Asia-Pacific Conference, Tokyo, Japan.
Osada, H. (2013, August).. Literacy of Developmental Disor-
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ders in Japanese General Populations. Symposium con-
ducted at the 1 st annual meeting of the center for psy-
chological science, the institute for the development of 
social intelligence, Senshu University, Tokyo, Japan.
平成23～25年度科学研究費助成事業（学術研究助成金（挑戦
的萌芽研究）「一般人口および発達障害児における日本版
CU 特性スクリーニング尺度の開発」）研究代表者
江戸川区教育委員会　特別支援教育専門家チーム（心理臨
床）
日本乳幼児医学・心理学会　評議員，編集委員
日本発達障害学会　評議員
第 3 回アジア・太平洋発達障害会議　準備委員
澤研究室（学習心理学）
私たちの研究室では，主にヒトや動物が経験によって行動
を変えていく学習という現象について研究しています。平成
25年度は，教員 1 名，大学院生 7 名（博士課程 3 名，修士課
程 4 名），学部生14名という構成でした。昨年度までの研究
を踏まえて，今年度もラットを用いた動因と刺激間競合の関
連といった学習理論研究，恐怖反応の再発と抑うつの関連や
抑うつ動物モデルの妥当性といった臨床的応用にかかわる研
究を行うとともに，ウマを用いた比較認知科学的研究，東京
慈恵会医科大学と共同で行動薬理学的研究などを進めていま
す。
諸活動
澤幸祐（2013）．行動生物学辞典，東京化学同人（分担執筆）
石川健太・山口美和子・澤幸祐・高田夏子・大久保街亜
（2013）．対人依存傾向が視線方向判断に与える効果，心理
学研究
Takahashi, Y., Sawa, K., & Okada, T. (2013). The diurnal 
variation of performance of the novel location recognition 
task in male rats. Behavioural Brain Research, 256, 488-
493.
関口勝夫・牛谷智一・澤幸祐（2013）．複数のランドマーク
使用による空間情報の統合と競合．動物心理学研究，63，
65-77．
蔵屋鉄平・澤幸祐（2013）．強制水泳試験によるうつ病モデ
ルマウスの現状と課題，専修人間科学論集：心理学篇，
2，33-40．
蔵屋鉄平・澤幸祐（2013）．うつ病モデルマウスの活動性に
おける周期性の変化―強制水泳の実施回数が自発運動量に
与える影響の時系列分析．日本心理学会第77回大会，北海
道医療大学．
Sekiguchi, K., Ushitani, T., & Sawa, K. (2013). The use of 
multiple landmarks by humans (Homo sapiens) in open-
field search task. The 20th Annual International Confer-
ence on Comparative Cognition, Melbourne, Florida, USA, 
9 th March.
Miyashita, H., Kurihara, A., & Sawa, K. (2013). Effects of 
forced swim procedure on renewal of conditioned fear re-
sponse in rats. 20th Annual International Conference on 
Comparative Cognition.
宮下遥・栗原彬・澤幸祐（2013）．ラットにおける強制水泳
試行数の違いが恐怖反応の再発に及ぼす影響．第73回日本
動物心理学会大会．
栗原彬・澤幸祐（2013）．社会的学習によって得られた情報
の保持間隔に関する検討：ラットの食物選択場面を用い
て．日本心理学会第77回大会，北海道医療大学．
下斗米研究室（社会心理学）
下斗米研では，人の社会的環境への適応過程を研究してい
ます。平成25年度の室員構成は，教員 1 名，大学院生 1 名
（博士課程），学部生12名（ 4 年 6 名， 3 年 6 名）でした。今
年度も，（1）理性的で快適な人間関係や集団の形成条件を見
いだすこと，（2）対人関係や集団成員の苦悩防止と自己発
達・成長方策の探索，（3）差別や排斥，葛藤や紛争なく，集
団や個人らしさを大切にした協調的社会を構築するための必
要条件を見いだすこと，という三つの研究室伝統テーマのも
と，調査や実験による研究活動が積極的に推し進められまし
た。 3 年生もすでに卒業研究のためのデータを収集し，学究
生活を送っています。毎年のことではありますが，今年度は
特に， 4 年生の研究は，上記のテーマに沿いながらも，自身
の問題意識に根ざしたオリジナリティの高い課題に取り組ん
だものでした。実験や調査，面接と多様な方法論を組み合わ
せ，量的・質的研究が展開され，充実した学究生活を過ごし
たことと思います。研究成果は，Social Psychology Bulletin 
of Shimotomai Laboratory, Vol. 3, March, 2013において公刊
されています。
新歓コンパ，夏合宿やピザ・パーティ，追いコン，卒業生
とのゼミ会などは例年と変わらず盛りだくさんでした。
諸活動
小澤拓大・下斗米淳（2012）．過剰適応と実行されたサポー
トとの関連：被援助志向性と心理的負債感からの検討．専
修人間科学論集第 2 巻 1 号（心理学篇第 2 号）， 9 -20．
飛田操・下斗米淳・風間文明・角尾美奈（2013）．世間に対
する自己機能．世間心理学研究会（編）自己・他者・「世
間」の心理学，p. 122-123．
小澤拓大・下斗米淳（2013）．過剰適応と実行されたサポー
トとの関連：被援助志向性と心理的負債感からの検討．日
本社会心理学会第54回大会発表論文集，p. 148．
日本労働衛生総合研究所研究倫理委員
日本学術振興会専門委員
最高裁判所委員
高田研究室（深層心理学）
院生 3 名，学部生14名（うち， 1 名休学， 1 名家庭の事情
で前期で退学）のゼミとなりました。
今年は，ゼミ生を中心に院生 5 名が，大妻女子大学大学
院，お茶の水大学大学院との合同の試行カウンセリングに参
加いたしました。他大学院の院生と試行カウンセリングを行
い，そのスーパーヴィジョンを受けるという実習になりま
す。院生にとっては，他大学院の相談室を見る機会ともな
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り，大変勉強になったようです。またこれをもとに，スーパ
ーヴィジョンに関する研究として形にしていくことになりそ
うです。
諸活動
高田夏子（2013）．「九分割統合絵画法を用いた大学生の自閉
症スペクトラムの研究（2）―SD 法による描画イメージの
因子論的検討」日本描画テスト・描画療法学会．第23回大
会発表論文集
高田夏子（2013）．「秘儀荘における女性のイニシエーショ
ン」専修大学人文科学研究所月報第266号　南イタリア・
シチリア総合研究旅行特集号，p. 63-76．
山上研究室（発達心理学，比較発達・認知）
山上研では，平成25年 3 月に 3 名の卒業生（藤田美貴さ
ん，石黒良和さん，山上希織さん）を輩出しました。その
内，石黒さんは本学大学院に合格されましたが25年度は休学
し26年に復学の予定です。また 4 月には 4 名の新 3 年生を迎
え， 4 年生 5 名， 5 年次以上 4 名の総勢13名となりました。
平成25年 3 月15日には，総ページ数100ページの専修大学
山上研究室年報 Annals of Yamagami Laboratory Vol.3を刊
行しました。第 3 巻は， 4 年生の卒業論文に加えて 6 本の研
究法論文を掲載しました。研究法論文の著者名とタイトルは
次のとおりです（卒業論文タイトルは本誌第 3 巻会報に掲載
されています）。
高野真如：対人魅力と嫉妬の対処行動
山口綾子：情報の内容的・空間的な区別が記憶に及ぼす
影響
堀越歩：幼児期における虚記憶と語い数の関係性
堀田直希：抑うつと怒り感情に関するピアレポート
今井幸子：幼児における運動能力と向社会的行動の特異
的関係について
大岡駿介：欺瞞性認知の性格尺度の開発
また，実習助手の榎本さんによる論文と山上による日本心
理学会第76回大会の回想記が掲載されました。
昨年度から引き続き，研究法 1 ， 2 の授業において，授業
日（木曜日）の 0 時までに発表者は発表用資料（ハンドアウ
ト）を PDF 化して，研究室メンバーが共通にアクセスでき
るクラウドサービスにアップロードすることを求めました。
研究室メンバーは全員，木曜日の13時までにはアップロード
された資料に必ず目を通すこと，そしてちゃんと読んだこと
は Twitter で宣言することを必須とするものです。昨年度
に比べて，このシステムの活用水準が高度化し，授業への積
極的参加が強まったと考えられます。夏の合宿は，都合によ
り定宿としていたペンションの予約が取れなかったために学
生諸君が発表する様子をストリーム配信することができませ
んでした。
諸活動
榎本玲子・山上精次（2012）．道具使用による身体近傍空間
の拡張の様相に関する研究．日本基礎心理学会第31回大会
発表　 1 AM 5 ．
山上精次（2013）．回想　日本心理学会第76回大会，Annals 
of Yamagami Laboratory, Vol. 3, No. 1, p. 1 -3.
坂上千佳子・岡村陽子・山上精次（2013）．大学生を対象と
したメンタルヘルスリテラシー尺度作成の試み．日本心理
学会第77回大会発表論文集，p. 357．
榎本玲子・山上精次（2013）．道具使用による身体近傍空間
の拡張における異方性の検討．日本心理学会第77回大会発
表論文集，p. 496．
学校法人専修大学　評議員
社団法人日本心理学会　理事，学術大会委員会・運営小委員
会委員
日本基礎心理学会　常務理事，編集委員長
独立行政法人大学評価・学位授与機構　文学・神学専門委員
会心理学部会委員
吉田研究室（発達臨床心理学）
私たちの研究室では，本来は臨床的な課題に関して発達心
理学の観点から研究することを念頭に置いています。しか
し，臨床を実際に絡めて研究することには時間と研究倫理上
の困難が伴うため，無理のない範囲で，発達の観点をいれな
がら，それぞれが研究を進めています。25年度の構成メンバ
ーは，大学院 1 年生 2 名，学部 4 年生 6 名， 3 年生 6 名で
す。大学院生は，修論研究のテーマが絞られてきているとこ
ろです。 4 年生は，卒論研究を進めています。卒論の研究テ
ーマのキーワードをあげると，親子関係，きょうだい，出生
順位，向社会的行動，友人関係，心理的距離，親への依存，
自己愛傾向，レジリエンス，アタッチメント，家族関係，結
婚観，母子関係，両親の夫婦関係，ストレス，ソーシャル・
サポート，自己肯定感，居場所感など，さまざまです。 3 年
生は，かなり卒論研究のテーマが決まってきているところ
で，プレ卒研究を進めています。よい研究がまとまることを
期待しています。
諸活動
吉田弘道（2013）．心理相談と子育て支援に役立つ親面接入
門．福村出版
吉田弘道・山中龍宏・太田百合子・巷野悟郎・山口規容子・
牛島廣治（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究　そ
の 1 ― 4 ・ 5 カ月児，および，10・11カ月児の母親用モデ
ル．小児保健研究，72（5），680-689．
吉田弘道・山中龍宏・太田百合子・巷野悟郎・山口規容子・
牛島廣治（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究　そ
の 2 ― 1 歳半児，および， 2 歳児の母親用モデル．小児保
健研究，72（5），690-698．
吉田弘道（2013）．育児不安尺度の作成に関する研究　その
3 ― 3 歳児，および， 4 歳児の母親用モデル，小児保健研
究，75（6），780-788．
中田洋二郎・吉田弘道（2013）．子育て支援とペアレント・
トレーニング．チャイルドヘルス，16（11），758-760．
益邑千草・中村敬・吉田弘道・三橋美和・堤ちはる・堀井節
子・齊藤幸子（2013）．「乳児家庭全戸訪問事業（こんにち
は赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例への
支援体制に関する研究（3）総合研究報告　厚生労働科学研
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究費補助金，成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業，
「乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）」にお
ける訪問拒否等対応困難事例への支援体制に関する研究，
平成22年度～24年度総合研究報告書， 1 - 7 ．
益邑千草・中村敬・吉田弘道・三橋美和・堤ちはる・堀井節
子・齊藤幸子（2013）．「乳児家庭全戸訪問事業（こんにち
は赤ちゃん事業）」の実施状況に関する全国調査の報告
（第 3 報），厚生労働科学研究費補助金，成育疾患克服等次
世代育成基盤研究事業，「乳児家庭全戸訪問事業（こんに
ちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応困難事例へ
の支援体制に関する研究，平成24年度総括・分担研究報告
書，61-119．
吉田弘道（2013）．訪問員の研修内容について―特に心理面
への援助に関して―，厚生労働科学研究費補助金，成育疾
患克服等次世代育成基盤研究事業，「乳児家庭全戸訪問事
業（こんにちは赤ちゃん事業）」における訪問拒否等対応
困難事例への支援体制に関する研究．平成24年度総括・分
担研究報告書，166-169．
吉田弘道（2013）．心の発達と保育者のかかわり．中村敬監
修，育児サポート，3，一般社団法人　女性労働協会，27-
37．
吉田弘道（2013）．訪問者に求められる視点とは何か．母子
保健，2013年 7 月号， 4 - 5 ．
廣田奈津子・吉田弘道・石田幸子・石津博子（2013）．育児
不安の高い母親への対応―赤ちゃん講座の参加者について
―，第60回日本小児保健協会学術集会（2013年 9 月28日，
東京），講演集，224．
臨床心理士子育て支援合同委員会主催（2013）．第 9 回子育
て支援講座　子育てにかかわる多職種の協働―ケースカン
ファレンスを中心に．指定討論（2013年 6 月16日，国立京
都国際会館）．
日本臨床心理士会，保育臨床専門部会（2013）．第 6 回保育
心理研修会，実行委員長，講師（2013年10月26日，東京ビ
ッグサイト）．
日本小児精神神経学会代議員
日本小児保健協会　機関誌「小児保健研究」編集委員
小児科・小児歯科保健検討委員会委員
日本臨床心理士資格認定協会・日本心理臨床学会・日本臨床
心理会による臨床心理士子育て支援合同委員会委員
日本臨床心理士会代議員（全国区）・保育臨床専門部会委員
Ⅲ．卒業論文題目
平成25年度は，77名の学生が卒業論文を提出し（平成25年
12月16日提出締切），単位が認定されました。以下に，学生
氏名と論文題目（指導教員名）を記します。
中村　聡志　John Coltrane の創造性宗教と麻薬が与えた影
響（高田）
高野　真如　自己愛・パートナーとの魅力の差が嫉妬の対処
行動に及ぼす影響とその関係性（山上）
岡本　年弘　課題パフォーマンスを変動させる要因について
（大久保）
木戸　　祐　強制水泳試験によるうつ病モデルマウスの集団
飼育環境下における自発運動活性（澤）
角屋　志織　げっ歯類デグーの観察学習（澤）
須田　夕葵　自発的特性推論における状況要因の影響―再学
習パラダイムを用いて（山上）
上野　祥穂　大学生の結婚観と母子関係・両親の夫婦関係と
の関連（吉田）
杣取　恵太　自己愛の誇大特性と過敏特性が非行に与える影
響―共感性との関連（村松）
佐々木若奈　表情認知の処理過程に関する事象関連電位によ
る分析（石金）
片岡亜梨朱　シンボルから読む北欧神話―なぜサブカルチャ
ーで北欧神話が流行るのか（高田）
木村　優希　心理的居場所感が攻撃性に及ぼす影響（村松）
山口　綾子　防犯意識に影響を及ぼす要因の検討―犯罪不
安・居住地の犯罪発生率・被害経験について（山上）
朝見　祥太　モンテカルロ実験による統計手法の評価―t 分
布をモデル分布に仮定した MCMC サンプリングによるベ
イズ推定と t 検定の比較（岡田）
上條　　円　マジックにおけるトリック検出：注意と眼球運
動の働きについて（大久保）
昆　　愛実　攻撃性と恋愛傾向がストーカー行為可能性に及
ぼす効果（越智）
齊藤やちほ　複数の符号化様式によるニューロン群の並列的
視覚情報表現（石金）
笛木真里瑛　神童・中心気質者に関する研究～モーツァルト
と現代のアーティストとの比較（高田）
堀越　　歩　虚記憶の発生メカニズムと実行機能の関係―幼
児と大学生を対象に（山上）
岩田　真実　障害イメージに与える性格特性の影響（岡村）
上野　駿介　火のある風景描画法による攻撃性へのカタルシ
ス効果の検討（国里）
小林　眞子　大学生に大学生活の虚記憶は生まれるか？（大
久保）
赤城由里子　障害受容へ向けて―視覚障害者に対しての偏見
低減プログラム（岡村）
庄子　智佳　コーピング方法とライフスキルの獲得が大学生
フェンシング部員のバーンアウトに与える影響について
（村松）
齊藤　美稀　外傷体験にみる傷つきの多様性と適応的自己回
復・介入効力との関連について―傷つきに苦しむ人たちに
向けて（下斗米）
柴　沙也香　社会的逸脱への問題視の過大・過小性～不合理
に扱われている人への理解～（下斗米）
渡辺　翔太　ジェンダーステレオタイプが記憶に及ぼす影響
（大久保）
石倉　　幸　表情と視線が信頼感判断に及ぼす影響―魅力度
を媒介して（大久保）
鬼澤　詩織　家族関係単純図式投影法に表わされるきょうだ
い関係（国里）
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入澤　怜美　他者からの期待が内発的動機づけに及ぼす効果
について（下斗米）
猪股　剛志　受容野特性の異なるニューロン群の活動による
視覚誘発性逃避行動の生起（石金）
國冨　葉月　女神像からみた紫式部（高田）
鈴木　小萩　集団規範と個人規範の不均衡性の適応的処理過
程に関する研究（下斗米）
秋田谷悠大　運の知覚が選択行動に及ぼす影響（澤）
道口　尚弥　親密度の異なる対人場面における自他への攻撃
性と自己愛傾向の関連についての検討（国里）
加瀬左緒里　大学生における対人恐怖心性と劣等感が生きが
い感に及ぼす影響（国里）
高橋真理奈　輪るピングドラムに見る機能不全家族―愛情を
失った子ども達の生存戦略（高田）
松本　薫良　文脈が評価条件づけに及ぼす影響に関する研究
（澤）
吉田早百合　グループサイズと錯誤相関認知に関する研究
（澤）
中橋　飛鳥　グループ箱庭制作に関する研究―グループアプ
ローチとしての利用可能性（高田）
平澤　　彩　リジリエンスとコーピング方略および養育態度
との関連（村松）
永嶋　里実　母親の養育態度および居場所・安心感が自己肯
定感に与える影響（吉田）
高野　裕士　コレスポンデンス分析を用いた放火犯罪の類型
（越智）
小川　舞香　犯罪報道が犯罪不安へ及ぼす影響～ニュース映
像を媒介にして～（越智）
黒坂　　泉　大学生活不安に対するソーシャルスキルとレジ
リエンスの影響―質問紙及びロールシャッハ・テストを用
いて（藤岡）
伊東　　瞳　愛着スタイルによる怒り制御方略の違い（村
松）
堀田　直希　生理指標と主観的評価を用いた怒り喚起の検討
―実行機能の高低と性差の効果について（山上）
磯　沙那恵　大学生活不安とソーシャルスキル及びレジリエ
ンスの関連性―質問紙及びロールシャッハ・テストを用い
て（藤岡）
今井　幸子　幼児における運動能力と向社会的行動の関係に
ついて―言語能力介入の観点から（山上）
野田　沙江　強迫性障害のスクリーニングの尺度による，自
閉症スペクトラムのスクリーニングの可能性の研究（長
田）
大石　真暉　青年期の友人関係の在り方に関する研究―心理
的距離と同調行動に着目して（吉田）
佐藤　　海　量刑判断に影響を与える諸要因に関する研究―
加害者属性と個人特性に着目して（越智）
小越　　謙　個人差多次元尺度講成法―INDSCAL のベイズ
モデルの提案（岡田）
加藤　雅士　金銭プライミングによる自己発生アンカリング
効果の抑制（大久保）
池田　佳祐　レジリエンスに対する家族機能とアタッチメン
トの関連性（吉田）
小室　亜希　愛着スタイルと人格障害の関連性に関する探索
的研究（岡村）
頓所　果菜　反映的自己の生起プロセスの多様性と自己への
影響様態に関する研究（下斗米）
新井　祐一　経済的意思決定とその要因の検討（澤）
白川部　舞　多変量解析を利用した殺人事件の犯罪者プロフ
ァイリング～加害者・被害者関係に着目して～（越智）
平賀　正樹　一般大学生における発達障がいリテラシーの現
状―テキストマイニングを用いて（長田）
田中　梨奈　きょうだいの有無・出生順位と養育態度の向社
会的行動との関連（吉田）
山口　南波　自己肯定感へ及ぼす日常ストレスおよびソーシ
ャル・サポートの影響（吉田）
二階堂　隆　“ 地 ” の性質を持つ主観的輪郭の知覚に影響す
る要因についての検討（中沢）
平井　叶実　大学生活不安と社会的スキル及びレジリエンス
の関連性―質問紙及びロールシャッハ・テストを用いて
（藤岡）
佐藤　　駿　知覚される時間と運動視の関連―対象の運動お
よびそれに先行する運動の影響（中沢）
石井　里穂　「星と波テスト」の描画特徴と気分・人格特性
の関係―POMS，集団ロールシャッハ・テストを用いた数
量的分析（高田）
秋葉　佳祐　事象関連電位による視覚探索課題に関連する神
経機構の分析（石金）
兼松　太郎　バウム・テストの空間使用量と Jung のタイプ
論の検討（国里）
田島　聖也　自責を伴う傷つき事態における立ち直りに関す
る研究―当事者の視点による他者からの対応の効果の検討
（下斗米）
古田　詩織　事象関連電位における相貌的知覚における表情
認知の分析（石金）
大岡　駿介　対人不安，嘘の機能的分類および他者との関係
性が欺瞞性の認知に与える効果の検討（山上）
太田　純平　CPP 法を用いた文脈変化によるニコチン依存
の再燃・再発モデル作成への試み（澤）
成島　絹登　全国小学校教員に対する発達障がいについての
知識調査（長田）
菅波　里美　自己関係づけと過剰適応傾向，及び対人ストレ
スの関連について―質問紙法及びロールシャッハ・テスト
を用いて（藤岡）
木村　友香　自己関係づけと過剰適応傾向，及び対人ストレ
スの関連について―質問紙法及びロールシャッハ・テスト
を用いて（藤岡）
鹿柴　綾子　他者との関係性が隠蔽表情に及ぼす影響（大久
保）
池田　紗苗　大量殺人犯の対人関係の比較～大阪附属池田小
事件と秋葉原無差別殺傷事件～（村松）
岡添　将志　恋愛スタイルと性的嗜好がレイプ神話に及ぼす
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効果～ロリータコンプレックスとマダムコンプレックスの
比較～（越智）
Ⅳ．優秀卒業論文
次の11名の卒業論文が優秀卒業論文に選出されました。心
理学研究室として賞状を贈呈し，栄誉を永く讃えます。
HP22-0002H 杣取　恵太（指導教員：村松　励）
HP22-0003F 佐々木若奈（指導教員：石金浩史）
HP22-0012D 齊藤やちほ（指導教員：石金浩史）
HP22-0023J 石倉　　幸（指導教員：大久保街亜）
HP22-0029H 鈴木　小萩（指導教員：下斗米淳）
HP22-0037H 中橋　飛鳥（指導教員：高田夏子）
HP22-0058J 頓所　果菜（指導教員：下斗米淳）
HP22-0067G 平井　叶実（指導教員：藤岡新治）
HP22-0070F 佐藤　　駿（指導教員：中沢　仁）
HP22-0071D 石井　里穂（指導教員：高田夏子）
HP22-0082J 鹿柴　綾子（指導教員：大久保街亜）
Ⅴ．修士論文題目
平成25年度は，14名の学生が修士論文を提出し（平成26年
1 月10日提出締切），論文審査と口述試験に合格し，修士
（心理学）の学位が授与されました。以下に学生氏名と論文
題目（主・副指導教員名）を記します。
伊藤　唯海　親との葛藤が青年期における自立へ及ぼす影響
―家族機能との関連から（高田・中沢）
山中　麻未　親の養育態度認知および両親間葛藤認知が青年
期の境界例心性に及ぼす影響（岡村・岡田）
田淵　由衣　青年期における日常的な回想と充実感との関連
（岡村・下斗米）
西川　泰那　非行化と立ち直りのきっかけについて―ソーシ
ャルサポートに焦点を当てて（村松・岡田）
白濱　孝章　両親の夫婦間葛藤認知からの非行研究（村松・
山上）
坂入　美嘉　青年期における一般他者への愛着が対人情報処
理に及ぼす影響の研究（長田・大久保）
古内さや子　就学前児のレジリエンスと問題行動の関連（長
田・石金）
坂上千佳子　大学生を対象にしたうつ病に関するメンタルヘ
ルスリテラシー尺度の作成（岡村・山上）
山下　花緒　ネット依存傾向に対する予防的モデルの検討―
大学生の日常ストレスと対処方略（長田・山上）
判澤　悠麻　大学生の学生相談に対する援助要請行動モデル
の検討―計画的行動理論の適用（村松・岡田）
内山なつみ　自立と自尊感情の関連について―母子画からみ
た青年期の母親イメージ（高田・下斗米）
新川　夏美　テレビゲームの属性が攻撃行動・認知反応・感
情反応に及ぼす効果についての研究（藤岡・中沢）
齋藤　公誉　社会的状況における注意の焦点が社交不安の喚
起に及ぼす影響（藤岡・石金）
齋藤　真也　ワーキングメモリ課題を用いた訓練によるワー
キングメモリ機能への効果に関する研究（岡村・大久保）
Ⅵ．修士論文研究優秀ポスター発表
平成26年 1 月24日から29日までの期間，修士論文研究のポ
スター発表が行われ，以下の 4 名のポスター発表が優れてい
ると認められました。
最優秀賞
ML12-7009K	 坂上千佳子
 （主指導：岡村陽子，副指導：山上精次）
優秀賞
ML12-7002B	 山中　麻未
 （主指導：岡村陽子，副指導：岡田謙介）
ML12-7005G	 白濱　孝章
 （主指導：村松　励，副指導：山上精次）
ML12-7012J	 判澤　悠麻
 （主指導：村松　励，副指導：岡田謙介）
Ⅶ．研究室専任教員異動
国里愛彦講師が平成25年度より着任されました。研究室一
同で国里先生を歓迎し，新しい力を加えて，新しい研究室を
作って参ります。
次頁に，これまでの研究室専任構成員の在職歴を表に示し
ます。
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